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神
無
月
晦
日
、
攝
津
茨
木
に
て
Ｙ
先
生
よ
り
業
捨
を
受
く
。 

 

業
捨
と
は
弘
法
大
師
空
海
唐
土
よ
り
持
ち
歸
り
た
る
行
法
に
て
、
心
身
に
附
著
せ
る
業
を
密
教
の
法
力

を
以
て
捨
て
去
る
も
の
な
り
。
具
體
的
に
は
皮
膚
を
指
先
に
て
輕
擦

け
い
さ
つ

し
人
間
の
潛
在
意
識
を
掃
除
す
る
の
技

法
な
り
。 

 

先
づ
佛
壇
に
拜
禮
す
。
次
に
上
半
身
は
白
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
下
半
身
は
女
性
用
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
に
著
替
へ

よ
、
と
の
こ
と
。
パ
ン
ス
ト
着
用
は
初
め
て
の
經
驗
な
れ
ば
思
ふ
や
う
に
穿
く
を
得
ず
、
か
な
り
手
間
取
り
ぬ
。

Ｙ
先
生
、
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
パ
ン
ス
ト
の
上
か
ら
指
先
に
て
輕
擦
す
。
輕
擦
と
は
言
へ
ど
も
其
の
痛
み
堪
へ
難
し
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
學
の
保
江
敎
授
の
表
現
に
依
ら
ば
「そ
の
痛
さ
は
、
五
寸
釘
を
ブ
ス
ッ
と
刺
し
て
、

そ
れ
を
刺
し
た
ま
ま
グ
ッ
と
橫
に
動
か
し
た
か
と
思
ふ
ほ
ど
」
な
り
。
（
風
雲
舍
刊
「
愛
の
宇
宙
方
程
式
」
よ

り
。
） 

 

余
、
以
前
に
も
他
の
場
所
に
て
業
捨
を
經
驗
せ
り
。
其
の
時
も
保
江
敎
授
の
文
章
讀
み
て
覺
悟
を
決
め
赴

き
た
れ
ど
痛
さ
左
程
に
は
あ
ら
ず
。
保
江
敎
授
の
表
現
大
袈
裟
な
る
や
、
將 は

た

又 ま
た

余
は
業
少
な
き
や
等
と
思

ひ
ぬ
。
然
れ
ど
も
今
囘
の
痛
さ
全
く
異
質
な
り
。
Ｙ
先
生
曰
く
、
「あ
ら
ゆ
る
修
行
の
内
に
て
も
最
も
痛
き
も

の
や
も
知
れ
ず
。
」 

 

此
の
痛
み
傷
に
非
ず
。
業 ご

ふ

、
體
内
よ
り
除
か
る
る
に
抗
ひ
て
左
腦
を
欺
き
強
烈
な
る
痛
み
を
感
ぜ
し
む
る

も
、
業
捨
終
れ
ば
言
ふ
こ
と
な
し
。
又
皮
膚
表
面
に
は
「罪
色
」即
ち
鞭
打
ち
の
痕
の
如
く
烈
し
き
變
色
起
く

る
も
、
當
日
風
呂
に
入
り
て
も
沁
み
痛
み
な
し
。
一
週
間
程
に
て
變
色
も
消
え
去
れ
り
。
皮
膚
は
腦
腸
と
の

關
係
深
き
も
の
に
て
、
發
生
學
的
に
は
共
に
外
胚
葉
よ
り
生
ず
る
な
り
。
腦
は
顯
在
意
識
、
皮
膚
は
潛
在
意

識
を

掌
つ
か
さ
ど

り
、
ス
ト
レ
ス
に
て
硬
直
せ
し
皮
膚
を
摩
擦
す
る
こ
と
に
よ
り
皮
膚
呼
吸
や
血
液
循
環
を
促
進
、

身
體
を
拂
ひ
清
む
る
な
り
。 

 

人
間
の
業
は
本
人
の
物
の
み
に
非
ず
。
家
族
周
圍
の
人
々
先
祖
更
に
は
職
場
の
他
人
等
の
業
も
引
き
受
く

る
事
あ
り
と
の
由
。
そ
れ
ら
の
業
も
捨
て
去
る
べ
き
も
の
な
り
。
又
瞑
想
の
習
慣
持
ち
た
る
人
は
、
業
捨
の
中 う

ち

忽
た
ち
ま

ち
瞑
想
状
態
と
な
る
事
あ
る
や
に
聞
く
。
胃
に
古
き
潰
瘍
の
痕
二
箇
所
有
り
と
指
摘
せ
ら
る
。
心
當
り

無
し
。 

 

堪
へ
難
き
痛
み
な
れ
ど
、
約
一
時
間
に
て
終
了
せ
ば
氣
分
爽
快
な
り
。
體
調
も
良
好
に
て
業
捨
前
と
の
變

化
を
實
感
す
。
近
々
再
度
試
み
ん
と
欲
す
。 

 

 


